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御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

巣
立
つ
若
者
に
期
待

岐
阜
県
立
岐
阜
農
林
高
等
学
校

同
窓
会
会
長

大

西

隆
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素
晴
ら
し
き
岐
阜
農
林

前
岐
阜
農
林
高
校
同
窓
会
会
長

村
橋

元

我
が
母
校
岐

阜
県
立
岐
阜
農

林
高
等
学
校
は
、

お
か
げ
さ
ま
で

昨
年
一
〇
月
め
で
た
く
創
立
一
一
〇
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
関
係
各
位
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
の

賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

思
え
ば
、
一
〇
年
前
同
窓
会
長
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
、
微
力
な
が
ら
母
校

の
発
展
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
折
に
ふ
れ
感
じ
る
こ
と
は
、
母

校
の
校
訓�
不
撓
不
屈
の
歴
史
の
重

さ�
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
を
紐
解
く
と
、
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
近
代
日
本
の
聡
明
期
に
県
下

で
も
い
く
つ
か
の
学
校
が
創
設
さ
れ
、

岐
阜
高
校
の

｢

百
折
不
撓｣

、
県
岐
商

の｢

不
撓
不
屈｣

等
幾
つ
か
同
様
の
校

訓
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
我

が
母
校
に
お
け
る
校
訓｢

不
撓
不
屈｣

に
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
貫
し

た
農
業
教
育
を
通
し
て�
ち
ょ
っ
と
や

そ
っ
と
の
困
難
で
は
決
し
て
挫
け
な
い

不
屈
の
精
神
の
養
成�
は
い
う
に
及
ば

ず
、�
こ
の
国
の
基
本
は
農
業
が
担
う

と
い
う
大
志
を
持
て�
と
の
強
い
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
言
っ
た
意
味
で
、
母
校
の

｢

不
撓
不
屈｣

の
精
神
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
重
さ
に
、
時
と

し
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
経
験
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。

曲
が
り
な
り
に
も
一
〇
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
同
窓
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
我
が
母

校
の｢

不
撓
不
屈｣

か
ら
羽
ば
た
か
れ

た
素
晴
ら
し
い
諸
先
輩
に
巡
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
人
生
至
高
の

喜
び
と
感
謝
し
、
私
も
岐
阜
農
林
の
卒

業
生
の
一
人
と
し
て｢

不
撓
不
屈｣

を

胸
に
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
益
々
の
ご
隆

盛
を
祈
念
し
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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去
る
平
成
22
年
10
月
２
日(

土)

に
、

本
校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
の
同
窓
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
報
告

し
ま
す
。
総
会
は
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
に
て
、
午
後
３
時
30
分
に
開
会
。

物
故
者
黙
祷
・
会
長
挨
拶
・
学
校
長
挨

拶
に
続
き
、
本
年
度
の
事
業
報
告
・
会

計
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、
来
年

度
の
会
計
予
算
案
が
事
務
局
か
ら
報
告

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
の
後
、

役
員
人
事
に
よ
り
新
会
長
・
新
役
員
の

承
認
が
あ
り
、
退
任
さ
れ
る
村
橋
会
長

に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
村
橋
会
長
が
劇
団
の

紹
介
を
し
、
劇
団
東
芸

主
演

森
山

周
一
郎
氏
に
よ
る
記
念
演
劇『

恭
し
き

貪
欲
者』

を
全
員
で
約
１
時
間
鑑
賞
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
場
へ
移
動

し
て
３
０
０
名
近
い
参
加
者
で
記
念
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
村

橋
会
長
が
、
今
回
東
京
か
ら
参
加
さ
れ

た
90
歳
を
超
え
る
大
先
輩
の
箕
浦

惠

さ
ん
を
紹
介
さ
れ
、
元
気
で
長
生
き
の

秘
訣
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
乾
杯
の
後

は
、
詩
吟
と
森
山
氏
と
の
談
笑
で
大
変

に
盛
り
上
が
り
し
ば
し
和
や
か
に
歓
談
、

久
し
ぶ
り
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
近
況
報
告
と
し
て
昭
和
63

年
卒
の
青
山
正
生
さ
ん
と
平
成
20
年
卒

の
吉
田
翔
平
さ
ん
が
、
現
在
の
活
躍
状

況
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
校

職
員
が
登
壇
し
て
参
加
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
ま
し
た
。
最
後
は
大
西

隆

新
会
長
が
中
締
め
を
さ
れ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
卒
業

同
窓
会
に
寄
せ
て

大
西

克
記

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞

わ
れ
吾
々
高
齢
者
に
と
っ
て
は
本
当
に

身
体
に
こ
た
え
、
バ
テ
バ
テ
に
な
っ
た

が
や
っ
と
涼
し
く
な
っ
た
十
月
一
日
に

岐
阜
市
の
十
八
楼
に
於
て
恒
例
の
同
窓

会
を
開
催
し
た
。
四
、
五
年
前
迄
は
二

十
数
名
出
席
し
た
級
友
も
さ
す
が
八
十

五
、
六
才
に
な
る
と
一
人
減
り
、
二
人

減
り
し
て
本
年
は
十
一
名
と
な
っ
た
。

実
に
淋
し
い
限
り
だ
。

最
初
に
蜂
矢
君(

根
尾
、
西
光
寺
出

身)

の
導
師
に
よ
り
阿
弥
陀
経
を
読
受

し
て
各
自
焼
香
、
礼
拝
し
て
亡
き
級
友

に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
。

想
い
起
せ
ば
昭
和
十
六
年
十
二
月
八

日
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
で
真
珠
湾
総
攻

撃
に
湧
い
た
そ
の
年
の
十
二
月
末
繰
り

上
げ
卒
業
し
て
か
ら
な
ん
と
七
十
年
も

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
に
長
か
っ

た
様
で
も
あ
り
短
か
っ
た
感
も
あ
る
。

母
校
の
様
子
も
時
代
の
変
化
と
共
に

充
実
発
展
し
、
吾
々
の
当
時
と
は
随
分

変
わ
っ
た
も
の
で
す
。
特
に
農
場
辺
り

で
は
中
央
の
池
と
東
西
の
橋
の
み
が
当

時
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

卒
業
後
は
実
社
会
で
夫
々
活
躍
し
、

軍
隊
生
活
や
、
最
前
線
で
弾
丸
の
下
を

く
ぐ
り
抜
け
、
九
死
に
一
生
を
得
て
無

事
に
復
員
、
戦
後
の
処
理
か
ら
復
興
に

名
実
共
に
盡
力
し
た
吾
々
も
、
今
で
は

実
社
会
の
一
線
か
ら
引
退
し
、
余
生
を

楽
し
む
級
友
も
少
な
く
な
り
こ
う
し
て

集
え
る
者
も
卒
業
時
の
一
割
前
後
か
？

孤
独
に
な
り
が
ち
な
吾
々
高
齢
者
に
と
っ

て
健
康
で
昔
を
語
り
今
を
語
り
合
え
る

級
友
の
あ
る
事
は
本
当
に
幸
せ
で
あ
ろ

う
。
夜
更
け
ま
で
語
り
楽
し
い
一
夜
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

最
後
に
岐
阜
農
林
学
校
の
創
立
百
十

周
年
の
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
母
校
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
共
に
健
康

で
参
加
出
来
る
こ
と
を
喜
び
感
謝
し
て

来
年
も
亦
元
気
な
姿
で
再
会
を
約
し
て

散
会
し
た
。

昭
和
29
年
卒

Ａ
組
同
窓
会

北
方
の
学
舎
を
巣
立
っ
て
56
年(

後

期
高
齢
者
の
仲
間
入
り)
、
３
年
毎
の

同
窓
会
を｢

長
良
川
畔
の
石
金｣

で
開

い
た
。

当
初
、
久
し
ぶ
り
に
鵜
飼
を
見
な
が

ら
と
考
え
て
い
た
が｢

遙
か
北
の
地
・

帯
広｣

か
ら
来
岐
予
定
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
あ
り
、
急
遽
４
月
11－

12
日
の
開

催
と
な
っ
た
。

我
ク
ラ
ス
は
ど
う
云
う
訳
か
先
を
急

ぐ
人
が
多
く
、
こ
の
３
年
間
に
２
人
が

鬼
籍
入
り
し
１
／
３
が
こ
の
世
を
去
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
残
っ
た
も
の
は｢

ユ
ッ
ク

リ
ズ
ム
で
行
こ
う｣

を
合
言
葉
に｢

百

寿
で
乾
杯

(

百
歳
を
目
指
す)｣

し
宴

に
入
っ
た
。

年
度
初
め
で
、
地
域
活
動
に
専
念
し

て
い
る
会
員
も
多
く
、
メ
ン
バ
ー
が
揃

う
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、
早
め
に

連
絡
し
日
程
調
整
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
12
名(

内
１
人
急
遽
欠)

を
確
保
。

学
生
時
代
の
思
い
出
か
ら
最
近
の
政
情

に
至
る
ま
で
有
意
義
な
交
流
が
で
き
た
。

翌
日
は
、
信
長
ゆ
か
り
の
公
園
周
辺

を
散
策
す
る
予
定
で
い
た
が
雨
で
か
な

わ
ず
、
長
良
川
畔
で
有
名
な
木
の
芽
田

楽
を
堪
能
し
散
会
し
た
。

会
う
機
会
が
行
く
先
短
く
な
る
こ
と

か
ら｢

毎
年
開
催
を｣

と
の
声
に
２
年

後
を
提
案
し
た
が
、
次
期
幹
事
が
来
年

開
催
と
意
気
込
ん
で
い
た
の
で
一
任
す

る
こ
と
と
し
、
お
開
き
と
し
た
。

(

４
・
30
記

幹
事

戸
崎
正
弘)

厄
年
に
思
う

昭
63
年
農
土
科
卒

青
山

正
生

昭
和
63
年
３
月
に
農
業
土
木
科
を
卒

業
し
、
早
い
も
の
で
22
年
の
年
月
が
経

ち
ま
し
た
。
卒
業
後
、
岐
阜
市
内
の
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
入
社
し
ま

し
た
。

入
社
後
は
、
２
年
余
り
は
測
量
に
携

わ
っ
た
後
、
設
計
部
門
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
18
年
経
験
し
た
後
、

入
社
以
来
の
念
願
で
あ
っ
た
独
立
を
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

18
年
間
の
会
社
勤
め
の
間
は
、
良
き

上
司
、
先
輩
に
恵
ま
れ
技
術
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
社
は
私

の
わ
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
18
年
間

は
、
将
来
の
独
立
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し

た
。
独
立
後
は
、
日
々
の
作
業
だ
け
で

な
く
経
営
面
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
目
標
を
も
っ
て
邁
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
現
在
の
私
が
あ
る
の
も
岐

阜
農
林
高
を
卒
業
し
18
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
会
社
の
お
陰
で
あ
る
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
こ
の
様
な
投
稿
の
機
会
を

下
さ
っ
た
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
同
窓
会
会
員
各
位

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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二
十
歳
の
抱
負

平
成
19
年
流
通
卒

吉
田

翔
平

私
は
今
、
富
士
和
商
事
株
式
会
社
と

い
う
車
関
連
全
般
を
扱
う
会
社
の
一
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
私
の
所
属
し

て
い
る
部
署
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、

毎
日
様
々
な
お
客
様
と
接
し
て
お
り
、

笑
い
の
絶
え
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
お
客
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
大
切

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
単
に
自

社
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
売
る
の
で
は

な
く
、
お
客
様
に
と
っ
て
今
必
要
な
物

か
を
考
え
て
売
る
。
思
い
や
り
を
持
っ

て
接
し
て
い
れ
ば
自
然
と
常
連
に
な
っ

て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
お
客
様
と
の
関
わ
り
を
一
番
に
考

え
て
私
は
働
い
て
い
ま
す
。

昨
年
、
成
人
式
を
迎
え
成
人
と
な
り

社
会
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

私
の
抱
負
は
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

人
間
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
仕

事
面
で
も
仕
事
以
外
で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
同
じ
で
す
。
目
標
に
向
か
っ
て

日
々
勉
強
し
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
か

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
す
る

か
で
す
。
何
か
目
標
を
持
っ
て
行
動
す

れ
ば
自
然
と
や
り
が
い
も
見
え
て
き
ま

す
。
在
校
生
の
み
な
さ
ん
も
目
標
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

①
平
成
22
年
度

揖
斐
川
支
部

第
３
回
幹
事
会
開
催

平
成
22
年
11
月
７
日(

日)

19
時
よ

り
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に
於
い
て
、

役
員
14
名
の
出
席
の
下
、
久
保
田
支
部

長
の
挨
拶
に
続
き
、
次
の
事
項
を
協
議

し
ま
し
た
。

協
議
事
項
１

冬
期
懇
親
会(

忘
年
会)

の
開
催
に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
次
の
通
り
開
催
す
る

事
と
し
ま
し
た
。

日
時

平
成
22
年
12
月
５
日(

日)

18
時
よ
り

場
所

谷
汲
山
門
前
旅
館
立
花
屋

報
告
事
項
１

夏
期
懇
親
会
に
つ
い
て

日
時

平
成
22
年
８
月
30
日

場
所

谷
汲

谷
汲
し
い
た
け
園

出
席
者

34
名

会
費
４
０
０
０
円

お
酒
は
十
分
頂
い
て
、
お
腹
も
満
腹
、

そ
れ
で
も
会
費
は
余
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
２

本
部
同
窓
会
１
１
０
周

年
記
念
事
業
参
加
に
つ
い
て

杉
山
常
任
理
事
よ
り
内
容
報
告

揖
斐
川
支
部
よ
り
８
名
出
席
し
ま
し

た
。

出
席
者
は
、
女
性
出
席
者
の
多
い
の

に
び
っ
く
り
の
感
想(

我
々
の
在
学

中
は
、
女
性
は
全
校
で
数
名
で
し
た
。

今
は
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
女
性
が
半

数
以
上
と
か
。)

②
揖
斐
川
支
部
忘
年
会
開
催

平
成
22
年
12
月
５
日(

日)

18
時
よ

り
谷
汲
山
門
前｢

立
花
屋｣

で
、
平
成

22
年
度
最
後
の
行
事『

忘
年
会』

を
28

名
出
席
の
下
開
催
出
来
ま
し
た
。

宴
会
は
大
い
に
語
り
合
い
大
変
盛
り

上
が
り
、
カ
ラ
オ
ケ
は
無
し
で
し
た
。

帰
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス(

３
方
向
３
台)

の
中
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

(

記
事

39
化

岩
間
庄
三)

第
61
回

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

全
国
大
会

北
海
道
大
会
結
果

１

日
時
及
び
内
容

６
日(

水)

各
種
競
技
・
発
表
会

７
日(

木)

大
会
式
典
及
び
北
海
道

大
学
植
物
園
・
北
海
道
農
業
試
験
場

見
学
研
修

２

場
所

北
海
道

岩
見
沢
市
・
江
別
市
・

札
幌
市
周
辺

３

参
加
し
た
各
種
発
表
会
並
び
に
各

種
競
技
会

(

１)

意
見
発
表(

会
場
：
酪
農
学
園

大
学)

区
分｢

食
料
・
生
産｣

優
秀
賞

宮
田

尚
佳(

動
物
科
学
科
２
年)

区
分｢
環

境
｣

優
秀
賞

三
品

朱
里(

園
芸
科
学
科
３
年)

(

２)

農
業
鑑
定
競
技(
会
場
：
岩
見

沢
西
高
等
学
校)

農
業
の
部

優
秀
賞

桑
原

大
輝(

流
通
科
学
科
３
年)

園
芸
の
部

優
秀
賞

平
岡

優
季(

園
芸
科
学
科
３
年)

畜
産
の
部

優
秀
賞

片
桐

紗
季(

動
物
科
学
科
２
年)

農
業
土
木
の
部

優
秀
賞

松
岡

亮
太(

環
境
科
学
科
３
年)

優
秀
賞

保
木
平
開
理(

環
境
科
学
科
２
年)

食
品
科
学
の
部

優
秀
賞

土
肥

愛(

食
品
科
学
科
２
年)

優
秀
賞

青
木

聡
樹(

生
物
工
学
科
２
年)

(

３)

ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議

単
位
ク
ラ
ブ
会
長

高
橋

幸
輝

(

流
通
科
学
科
３
年)

が
本
校
代
表

生
徒
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

演
劇
部

中
部
日
本
大
会
３
位

◎
陸
上
部

【
地
区
総
体
】

〈
男
子
〉
３
０
０
０
Ｍ
Ｓ
Ｃ

１
Ｎ

高
橋
淳
平

８
位

〈
女
子
〉
走
り
高
跳
び

２
Ｆ

溝
口
実
希

３
位

【
県
高
校
駅
伝
】

〈
男
子
〉
総
合
16
位

【
駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
】

〈
男
子
〉
総
合
21
位

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
地
区
総
体
】

一
回
戦

本
校

２－

０

岐
阜
北

二
回
戦

本
校

２－

０

岐
山

準
決
勝

本
校

０－

２

岐
阜
工

３
位

【
全
国
選
抜
優
勝
大
会
県
代
表
決
定
戦
】

一
回
戦

本
校

０－

２

高
山
工

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
地
区
総
体
】

二
回
戦

本
校

２－

０

岐
阜
聖
徳
学
園

準
々
決
勝

本
校

０－

２

岐
阜
各
務
野

ベ
ス
ト
８

【
全
国
選
抜
優
勝
大
会
県
代
表
決
定
戦
】

二
回
戦

本
校

２－

０

恵
那
南

三
回
戦

本
校

０－

２

益
田
清
風

◎
硬
式
野
球
部

【
秋
季
高
校
野
球
岐
阜
地
区
大
会
】
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本
校

２－

７

岐
阜
工
業

本
校

13－

３

羽
島

本
校

４－

６

本
巣
松
陽

本
校

８－

４

山
県

２
勝
２
敗

◎
水
球
部

【
東
海
高
校
総
合
体
育
大
会
】

予
選本

校

２－

13

磐
田
南(

静
岡)

敗
者
戦

本
校

11－

５

西
尾
東(
愛
知)

【
県
高
校
新
人
戦
】

本
校

０－

32

大
垣
東

【
静
岡
県
選
手
権
水
球
大
会
】

本
校

２－

９

袋
井
商
業

本
校

１－

９

早
稲
田
大
附

本
校

５－

６

大
阪
選
抜

本
校

４－

６

藤
枝
東

本
校

９－

２

和
歌
山
選
抜

◎
馬
術
部

【
全
日
本
高
校
馬
術
競
技
大
会
】

団
体

予
選
一
回
戦
敗
退

３
Ａ
太
田
竜
之
介

２
Ａ
矢
口
翔
子

２
Ａ
美
谷
脇
舞
子

【
国
民
体
育
大
会

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
】

団
体
障
害
飛
越
競
技

１
位

３
Ａ

太
田
竜
之
介

ス
ピ
ー
ド
＆
ハ
ン
デ
ィ
ネ
ス
競
技

５
位

３
Ａ

太
田
竜
之
介

標
準
障
害
飛
越
競
技

８
位

３
Ａ

太
田
竜
之
介

【
県
馬
術
選
手
権
大
会
】

標
準
飛
越
競
技
Ｌ
Ｄ

４
位

２
Ａ

矢
口

翔
子

５
位

２
Ａ

美
谷
脇
舞
子

障
害
飛
越
競
技
80

２
位

２
Ａ

矢
口

翔
子

４
位

２
Ａ

美
谷
脇
舞
子

【
国
民
体
育
大
会

千
葉
大
会
】

団
体
障
害
飛
越
競
技

予
選
敗
退

３
Ａ

太
田
竜
之
介

ス
ピ
ー
ド
＆
ハ
ン
デ
ィ
ネ
ス
競
技

22
位

３
Ａ

太
田
竜
之
介

【
第
35
回
前
田
記
念
馬
術
競
技
会
】

馬
場
馬
術
競
技

第
２
課
目

３
位

２
Ａ

美
谷
脇
舞
子

Ｌ
Ｌ
級
障
害
10

１
位

１
Ａ

野
田
篤
弘

２
位

１
Ａ

島
戸
大
来

３
位

１
Ａ

正
木
航
太

Ｌ
Ｌ
級
障
害
40

１
位

２
Ａ

細
井
良
雄

３
位

２
Ａ

内
藤
涼
介

Ｌ
Ｌ
級
障
害
60

２
位

２
Ａ

藤
岡
佑
介

標
準
障
害
90

２
位

２
Ａ

矢
口
翔
子

◎
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
県
高
校
新
進
大
会
】

個
人

松
原
・
武
中
組

ベ
ス
ト
４

【
地
区
総
体
】

団
体

準
決
勝

本
校

０－

２

県
岐
商

３
位

【
新
人
大
会

岐
阜
・
中
濃
地
区
予
選
】

個
人

田
中
・
片
上
組

３
位

松
原
・
武
仲
組

４
位

小
林
・
松
田
組

ベ
ス
ト
８

永
井
・
高
橋
組

ベ
ス
ト
32

(

県
大
会
出
場)

【
県
新
人
大
会
】

個
人

田
中
・
片
上
組

３
位

松
原
・
武
仲
組

５
位

(

県
室
内
大
会
出
場)

団
体

二
回
戦

本
校

３－

０

岐
阜
第
一

三
回
戦

本
校

０－

２

岐
阜
工

【
県
選
抜
室
内
大
会
】

個
人

松
原
・
武
仲
組

ベ
ス
ト
８

田
中
・
片
上
組

ベ
ス
ト
16

【
東
海
高
校
選
抜
大
会
】

個
人

松
原
・
武
仲
組

一
回
戦

０－

４

三
重
高
校

【
地
区
室
内
大
会
】

個
人

松
原
・
武
仲
組

３
位

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
県
高
校
新
進
大
会
】

個
人

福
田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
４

【
地
区
総
体
】

団
体

準
決
勝

本
校

２－

０

県
岐
商

決
勝本

校

０－

２

岐
阜
総
合

２
位

【
新
人
大
会

岐
阜
・
中
濃
地
区
予
選
】

個
人

若
原
・
江
尾
組

ベ
ス
ト
８

大
野
・
古
田
組

ベ
ス
ト
16

神
原
・
佐
木
組

ベ
ス
ト
32

(

県
大
会
出
場)

【
県
新
人
大
会
】

個
人

福
田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
16

若
原
・
江
尾
組

ベ
ス
ト
32

団
体

二
回
戦

本
校

３－

０

斐
太

三
回
戦

本
校

２－

０

関
商
工

四
回
戦

本
校

２－

０

中
津
商

準
決
勝

本
校

０－

２

多
治
見
西

３
位

シ
ン
グ
ル

１
Ｆ

福
田

３－

２

益
田
清
風

１－

３

大
垣
商
業

(

予
選
敗
退)

１
Ｆ

村
野

３－

１

大
垣
商
業

１－

３

益
田
清
風

(

予
選
敗
退)

【
地
区
室
内
大
会
】

個
人

福
田
・
村
野
組

３
位

【
県
高
校
室
内
大
会
】

団
体

予
選
リ
ー
グ

本
校

２－

１

県
岐
商

本
校

１－

２

中
津
商

本
校

０－

３

鶯
谷

(

予
選
敗
退)

個
人

福
田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
16

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
地
区
総
体
】

三
回
戦

本
校

95－

66

長
良

準
決
勝

本
校

57－

64

岐
阜
総
合
学
園

３
位

【
全
国
高
校
選
抜
大
会
県
予
選
会
】

二
回
戦

本
校

132－

59

県
岐
商

三
回
戦

本
校

148－

44

加
茂
農
林

四
回
戦

本
校

91－

43

恵
那

準
々
決
勝

本
校

64－

68

中
津
川
工

ベ
ス
ト
８

【
地
区
新
人
大
会
】

四
回
戦

本
校

86－

57

長
良

準
決
勝

本
校

66－

78

岐
阜
総
合
学
園

３
位
決
定

本
校

79－

56

山
県

３
位

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

101－

41

帝
京
可
児

二
回
戦

本
校

82－

64

高
山
西

三
回
戦

本
校

64－

44

中
津
川
工

決
勝
リ
ー
グ本

校

58－

103

美
濃
加
茂

本
校

66－

79

岐
阜
総
合

本
校

77－

73

冨
田

３
位

東
海
大
会
出
場

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
地
区
総
体
】

二
回
戦

本
校

86－

40

岐
阜

三
回
戦

本
校

101－

54

各
務
原

準
々
決
勝

本
校

63－

64

岐
阜
総
合

【
全
国
高
校
選
抜
大
会
県
予
選
会
】

二
回
戦

本
校

71－

54

関
商
工

三
回
戦

本
校

139－

５

各
務
原
西

四
回
戦

本
校

29－

61

高
山
西

【
地
区
新
人
大
会
】

三
回
戦

本
校

95－

44

各
務
原

四
回
戦

本
校

55－

84

岐
阜
総
合
学
園

５
位
決
定

本
校

86－

53

岐
阜
北

５
位

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

86－

37

中
津

二
回
戦

本
校

56－

53

加
茂

三
回
戦

本
校

57－

80

中
津
川
工

５
決
予
備
戦本

校

59－

45

大
垣
商
業

５
位
決
定
戦本

校

56－

63

土
岐
商
業

６
位

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
中
日
本
総
合
選
手
権
大
会
県
予
選
】
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二
回
戦

本
校

１－

０

美
濃
加
茂

準
決
勝

本
校

０－

２

土
岐
商

ベ
ス
ト
４

【
地
区
総
体
】

一
回
戦

本
校

０－

11

済
美

【
県
高
校
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

８－

10

美
濃
加
茂

◎
柔
道
部

【
地
区
総
体
】

女
子
団
体

３
位

【
高
校
新
人
大
会
地
区
予
選
】

女
子
個
人

優
勝

１
Ａ

井
上
菜
歩

３
位

１
Ｂ

泉

実
希

【
県
高
校
新
人
大
会
】

女
子
個
人

１
Ａ

井
上
菜
歩

ベ
ス
ト
８

１
Ｂ

泉

実
希

一
回
戦
敗
退

◎
剣
道
部

【
県
剣
道
選
手
権
大
会
】

男
子
個
人

一
回
戦

２
Ａ

田
口

２－

０

大
垣
南

二
回
戦

２
Ａ

田
口

０－

１

高
山
西

女
子
個
人

一
回
戦

２
Ｈ

田
中

１－

０

恵
那

二
回
戦

２
Ａ

田
中

０－

１

益
田
清
風

【
県
高
校
剣
道
大
会
】

男
子
団
体

一
回
戦

本
校

０－

４

加
茂

女
子
団
体

一
回
戦

本
校

２－

２

関
・
加
茂

(

本
数
負)

【
地
区
総
体
】

男
子
団
体

一
回
戦

本
校

０－

５

岐
阜
北

女
子
団
体

予

選

本
校

０－

４

岐
阜
北

本
校

２－

０

本
巣
松
陽

本
校

０－

２

県
岐
商

１
勝
２
敗

予
選
敗
退

女
子
個
人

２
Ｈ

田
中
里
奈

ベ
ス
ト
８(

県
大
会
出
場)

◎
相
撲
部

【
全
国
高
校
総
体
】

団
体

２
勝
で
予
選
通
過

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦

本
校

３－

２

加
美
農
業(

宮
城)

二
回
戦

本
校

１－
４

中
部
農
林(

沖
縄)

ベ
ス
ト
16

個
人２

Ｎ

平
塚
大
誠

予
選
３
勝
で
通
過

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
二
回
戦
敗
退

２
Ｅ

宇
野
雅
史

予
選
敗
退

【
国
民
体
育
大
会

千
葉
大
会
】

団
体

３
Ｎ

伏
見
光
永

２
Ｎ

平
塚
大
誠

２
Ｅ

宇
野
雅
史

予
選
リ
ー
グ
２
勝
し
た
が

同
点
決
勝
で
敗
退

個
人

３
Ｎ

伏
見
光
永

ベ
ス
ト
32

【
地
区
総
体
】

団
体本

校
Ａ(

伏
見
・
川
島
・
平
塚)

優

勝

本
校
Ｂ(

宇
津
・
宇
野
・�
原)

準
優
勝

【
県
選
手
権
大
会
】

個
人高

校
１
年
の
部

１
Ｎ�

原

準
優
勝

１
Ｎ

岡
田

３
位

１
Ｎ

野
田

３
位

高
校
２
年
の
部

２
Ｎ

平
塚

優
勝

２
Ｅ

宇
野

準
優
勝

高
校
３
年
の
部

３
Ｎ

伏
見

優
勝

３
Ａ

宇
津

３
位

総
合
の
部

３
Ｎ

伏
見

優
勝

２
Ｎ

平
塚

準
優
勝

２
Ｅ

宇
野

３
位

【
県
高
校
相
撲
新
人
大
会
】

団
体

優
勝(

平
塚
・
宇
野
・�
原)

個
人

優
勝

２
Ｅ

宇
野

準
優
勝

２
Ｎ
平
塚

◎
写
真
部

【
県
美
術
展
青
年
部
】

入
選３

Ｂ

伏
屋
沙
安
也｢

あ
と
５
ｃ
ｍ｣

【
県
高
校
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
】

奨
励
賞

３
Ｆ

浅
野
春
奈

｢

大
笑
い｣

３
Ｂ

伏
屋
沙
安
也｢

作
戦
会
議｣

１
Ａ

西
原
友
紀
奈｢

ま
な
ざ
し｣

◎
吹
奏
楽
部

【
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
】

金

賞

【
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
】

準
優
勝

【
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
の
部
】

打
楽
器
五
重
奏

金
賞

(

小
野
木
・
森
・
恩
田
・
瀬
尾
・
吉
田)

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
六
重
奏

銀
賞

(

早
瀬
・
西
野
・
西
本
・
横
山
・
高
橋
・

江
崎)

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
五
重
奏

銀
賞

(

田
代
・
萩
原
・
渋
谷
・
佐
藤
・
中
村)

金
管
七
重
奏

銀
賞

(

青
山
・
石
田
・
柿
元
・�
木
・
橋
宥
・

青
木
・
若
宮)

フ
ル
ー
ト
四
重
奏

銅
賞

(

井
上
・
清
水
・
野
久
・
西
原)

金
管
五
重
奏

銅
賞

(

大
平
・
高
橋
・
宮
部
・
玉
井
・
翠)

◎
演
劇
部

【
県
総
合
文
化
祭
岐
阜
地
区
大
会
】

迫
力
演
技
賞

【
中
部
日
本
高
校
演
劇
大
会
】

第
３
位

中
日
賞

第
５
回
春
季
全
国
高
校
演
劇
研
究
大

会
出
場

◎
書
道
部

【
第
十
一
回
高
校
生
国
際
美
術
展
】

奨
励
賞

２
Ｆ

清
水
夕
貴

【
第
三
十
四
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

宮
崎
大
会
】

特
別
賞

３
Ａ

池
田
汐
里

【
第
五
十
九
回
全
国
書
道
展
】

特
別
賞(

飯
島
書
店
賞)

２
Ｆ

伊
藤
勇
弥

特
別
奨
励
賞

３
Ｎ

溝
添
雄
大

２
Ｂ

井
川
真
帆

金
賞

３
Ａ

池
田
汐
里

３
Ｅ

谷
貝
一
樹

３
Ｂ

野
田
雄
介

１
Ｄ

中
原
花
衣

【
第
十
九
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展
】

入
選

３
Ａ

池
田
汐
里

２
Ｆ

牧
村
里
奈

１
Ｈ

林

亜
依

【
第
八
回
瑞
穂
市
美
術
展
】

市
長
賞

１
Ｄ

近
藤
好
子

教
育
長
賞

１
Ｈ

林

亜
依

奨
励
賞

１
Ｆ

後
藤

愛

１
Ｂ

岩
崎
静
斗

２
Ｂ

井
川
真
帆

【
第
二
十
六
回
全
日
本
高
校
書
道
公
募
展
】

特

選

３
Ａ

池
田
汐
里

準
特
選

２
Ｆ

伊
藤
勇
弥

金

賞

２
Ｂ

井
川
真
帆

１
Ｈ

林

亜
依

銀

賞

３
Ｅ

谷
貝
一
樹

２
Ｆ

牧
村
里
奈

１
Ｄ

中
原
花
衣

銅

賞

３
Ｂ

野
田
雄
介

３
Ｎ

溝
添
雄
大

１
Ｄ

近
藤
好
子

【
第
二
十
回
各
務
原
市
高
校
生
美
術
展
】

優
秀
賞

２
Ｆ

伊
藤
勇
弥

【
第
三
十
六
回
県
高
校
総
合
文
化
祭
】

優
秀
賞

３
Ａ

池
田
汐
里

◆
訃

報

伊
藤(

旧
姓
安
藤)

正
敏

(

昭
18
年
農
卒)

平
成
22
年
10
月
ご
逝
去

成
瀬

隆
明(

昭
43
年
農
卒)

平
成
22
年
８
月
ご
逝
去

馬
場

勝
彦(

昭
22
年
農
土
卒)

平
成
23
年
１
月
ご
逝
去

中
島

鉦
次(

昭
15
年
養
蚕
卒)

平
成
23
年
１
月
６
日
ご
逝
去

(７) 第２３１号 平成23年２月23日発行瑞 穂
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向



母
校
の
野
鳥

(

ス
ズ
メ)

動
物
科
学
科
の
生
徒
と
一
緒
に
野
生

生
物
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
、
校
内
で

の
野
鳥
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

過
去
４
年
間
の
結
果
で
数
が
一
番
多
く

い
た
の
は
ス
ズ
メ
で
、
全
体
の
50
パ
ー

セ
ン
ト
近
く
を
占
め
、
一
回
あ
た
り
の

出
現
羽
数
は
約
60
羽
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま

し
た
。
ス
ズ
メ
は
人
の
暮
ら
し
に
上
手

に
入
り
込
ん
で
生
活
し
て
い
る
と
言
わ

れ
、
身
近
で
一
番
見
る
こ
と
の
出
来
る

野
鳥
で
す
。
農
作
業
で
出
る
穀
類
や
、

人
家
の
隙
間
を
巣
と
し
て
活
用
し
た
り
、

巣
材
に
紐
や
家
畜
の
毛
を
使
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ス
ズ
メ
も
最
近
の

研
究
か
ら
、
都
市
化
が
進
ん
だ
た
め
生

息
数
が
減
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
廃
村
と
な
っ
た
集
落
に
は
人
と
共

に
ス
ズ
メ
も
い
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
農
業
を
見
る
一
つ
の
指
標
と

し
て
ス
ズ
メ
は
大
切
な
野
鳥
と
言
え
ま

す
。

カ
ツ
ラ

カ
ツ
ラ
科

カ
ツ
ラ
属

グ
ラ
ン
ド
の
バ
レ
ー
コ
ー
ト(

旧
テ

ニ
ス
コ
ー
ト)

の
横
を
通
り
農
場
に
渡

る
橋
の
た
も
と
と
東
出
口
の
川
沿
い
に

樹
齢
80
年
以
上
の
カ
ツ
ラ
の
古
木
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。
北
方
に
移
転
当
時
植

栽
さ
れ
た
木
で
、
春
に
は
新
緑
が
秋
に

は
黄
葉
が
楽
し
め
、
落
葉
の
季
節
に
は
、

木
の
近
く
を
通
る
だ
け
で
す
ご
く
甘
い

香
り
が
漂
っ
て
き
ま
す
。
葉
は
ハ
ー
ト

形
で｢

愛
染
か
つ
ら｣

な
ど
ド
ラ
マ
な

ど
に
も
よ
く
出
て
き
ま
す
。

今
年
３
月
ビ
オ
ト
ー
プ
に
平
成
18
年

第
五
七
回
全
国
植
樹
祭
岐
阜
県
大
会
で

天
皇
陛
下
が
お
手
播
き
さ
れ
た
カ
ツ
ラ

の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

落
葉
高
木
で
用
途
は
庭
木
・
庭
園
木
、

建
築
・
家
具
・
楽
器
・
彫
刻
材
な
ど
用

途
が
広
い
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広

く
生
育
し
て
い
る
。

◆
お
詫
び
と
訂
正

本
号
の｢

昭
和
29
年
卒
・
Ａ

組｣

同
窓
会
の
原
稿
掲
載
が
本

来
２
３
０
号
で
掲
載
す
べ
き
と

こ
ろ
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
し
ま
す
。
ま
た
、
２
２

９
号
の
同
窓
会
だ
よ
り
の
タ
イ

ト
ル
が｢

昭
和
19
年
農
業
科
卒｣

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、｢

昭

和
19
年
卒｣

と
訂
正
下
さ
い
。

昨
年
の
10
月
２
日
、
会
員
の

皆
様
方
の
絶
大
な
る
御
理
解
と

御
協
力
に
よ
り｢

創
立
１
１
０

周
年
事
業｣

を
無
事
成
功
裏
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
編
集
は
、
創
立
百
十

周
年
行
事
の
式
典
・
総
会
・
祝

賀
会
の
様
子
を
写
真
を
使
い
掲

載
し
ま
し
た
。

こ
の
１
１
０
年
を
節
目
と
し

て｢

更
な
る
飛
躍｣

を
す
る
こ

と
を
生
徒
・
職
員
そ
し
て
同
窓

生
で
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し

た
。こ

の｢

機
関
誌
瑞
穂｣
も
１

２
０
周
年
に
向
け
て
一
層
充
実

し
た
も
の
と
し
た
く
考
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(８) 第２３１号 瑞 穂 平成23年２月23日発行

���� 会
員
名
簿
の
発
行
は

今
年
の
６
月
に
な
り
ま
す
。


